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周辺地域等に分散すべき施設・機能 

国際交流・人材育成 

市庁舎・港町民間街区の中心とすべき施設・機能 

・フロント機能 
 （留学生・海外大学） 
・交流機能 
 （留学生・外国人教員） 
・情報発信機能 
 （留学希望者・海外大学） 
・企業連携機能 
 （留学生インターン） 
・日本文化紹介カリキュラム 
・横浜学 

国際交流センター 

・キャンパス（移転） 
・サテライトキャンパス 
 （産学連携等のテーマ必要） 

大学キャンパス 

・オープンイノベーション 
 プラットフォーム 
・コワーキング 
・インキュベーション 
・イベント 
 （ビジネスコンテスト、 
  実証実験、常設見本市） 
・海外貿易拠点機能 

ビジネス拠点 

宿舎・飲食・交流 
ソーシャルアパートメント 

貿易関連機関、領事館など 
各国出先機関 

教育・学習 
市民大学 

・オフィス（移転） 
・サテライトオフィス 

企業オフィス 

オフィス（既存、移転） 
企業オフィス 

観光 

ビジネス 教育・学習 

観光 
ゲートウェイ 

機能 
（富士山・鎌倉など 
       周辺観光地） 
 
新たな交通と 
ターミナル 

（MMや山下開発 
        との回遊） 
• 新交通システム 
（LRT等）の拠点 

• YCAT-2の整備 
（現在の「YCAT」の 
国際線を航空会社別/ 
成田・羽田別 
ーチェック金機能併せ 
もつ等） 

 

ビジネス 
連携・創出 
（市内企業） 

 
海外展開 

（センター仲介） 

国際 
連携・交流 

（日本留学希望者・ 
海外大学） 

• アジア・新興国を 
ターゲット 

• インターナショナル 
スクール機能 

市民 
連携・交流 
（生涯学習・ 

 社会人教育） 

産学連携 
テーマ 

（市政策関連） 
（健康・医療、 
観光・MICE、 

環境・エネルギー、 
文化芸術等） 

長期的 
人材育成 
の社会投資 

（段階的な拡充） 

飲食（観光・交流） 
世界のレストラン 

宿泊（観光・交流） 
ホテル 

校外学習専門拠点(宿泊含む) 
教育観光 

日本のリソースの集約拠点 
インフォメーション拠点 

※一般の人が楽しめる要素も必要 

連携 連携 

連携 連携 

連携 

連携 

連携 

連携 

連携 

産業 

新築棟 
（第２段階目） 

ビジネス拠点 

観光・商業施設 観光・商業施設 

新たな交通 
YCAT2 

大学 

国際交流ｾﾝﾀｰ 

文化紹介・政府系施設 

既存活用 
（第１段階目） 

ホテル 
ＳＡ・学生寮等 

現市庁舎街区 港町民間街区 

交通広場 

特徴ある大学 
による産業集積 

再開発ビル 

道路再編による 
交通広場創出 

アイデア１ 国際交流センターを起点とした横浜らしいビジネスの創出 

概 要 

○大学の進出ニーズに着目して、国際

交流・人材育成を核にビジネスと観

光が連動した拠点を形成する。 

○国際交流センターを設置して、各大

学が持つ海外大学とのネットワーク

や事務を共有し、留学生の受入れを

促進する。（国際単位認定、外国語

授業などの留学の障壁除去） 

○留学生と市内企業との交流（就職・

インターン等）を促進し、企業のグ

ローバル展開の基礎づくりを行う。 

○産業と結びつきの強い大学群（観光、

技術開発など）を誘致し、新たな産

業活動や起業促進の環境を整える。 

○ビジネスコンテスト等のイベントや

オープンイノベーションにより企業

の製品開発・商品化を下支えする。 

○人材育成を長期の社会投資ととらえ、

大学・企業と行政が連携して段階的

に拡充させていく。第一段階目は、

コストと未活用期間を最小化するた

め、既存庁舎を活用など。 

○横浜都心部観光の一端を担い、交通

広場を核とした観光のゲートウエイ

を形成する。 

○国内外からの誘客に向けて、東京と

は異なる横浜の魅力を売りにする。 

１ 「大学」「国際交流」「ビジネス」「観光」の集積が横浜・関内の新たなブランディングと活力を生む。 

２ 国際交流センターが人材育成・企業活動のグローバル展開を推進し、横浜市の国際化に大きく貢献する。 

３ 産・学・国際による人づくり・仕組みづくりが中心となり、継続性の高いまちづくりが期待できる。 

４ 大学・ビジネス・ホテルは市庁舎機能移転後の空きビル対策に資する相当量の床供給につながる。 

波及効果 


